＜記載例＞Ⅲ-１（貯蔵の方法に係る技術上の基準）

法第15条第1項の技術上の基準に関する事項
（一般則第18条第1項第１号、第2号及び第3号の技術上の基準に対応する事項）
	条　　項
	対　　応　　事　　項
	備　　考

	貯槽により貯蔵する場合の基準
	貯槽により貯蔵する場合は次の基準に適合するように措置します。
	

	イ．可燃性ガス又は毒性ガスの貯蔵
	可燃性又は毒性ガスの貯蔵は、通風の良い場所に貯蔵します。
	添付書類

№

	ロ．火気使用禁止等
	□貯槽（不活性ガス（特定不活性ガスを除く）及び空気のものを除く）の周囲２ｍ以内においては、火気の使用を禁じ、かつ、引火性又は発火性の物は置きません。

□貯槽と火気若しくは引火性若しくは発火性の物との間には当該貯槽から漏洩したガスに係る流動防止措置、又は連動装置により直ちに使用中の火気を消すための措置を講じます。
	添付書類

№

	ハ．貯槽の充てん容量


	　液化ガスの貯蔵は、液化ガスの容量が当該貯槽の常用の温度においてその内容積の90％を超えないように充てんします。
	

	ニ．設備の修理又は清掃


	　貯槽の修理又は清掃（以下「修理等」という。）及びその後の貯蔵は、次の基準により、保安上支障のない状態で行います。
	

	(ｲ)．作業計画
	　修理等をするときは、あらかじめ、修理等の作業計画及び当該作業の責任者を定め、修理等は、当該作業計画に従い、かつ、当該責任者の監視の下に行うこと又は異常があったときに直ちにその旨を当該責任者に通報するための措置を講じて行います。
	

	(ﾛ)．危険防止の措置


	　可燃性ガス、毒性ガス、特定不活性ガス又は酸素の貯槽の修理等をするときは、危険を防止するための措置を講じます。
	

	(ﾊ)．設備内に入る時の措置
	　修理等のため作業員が貯槽を開放し、又は貯槽内に入るときは、危険を防止するための措置を講じます。
	

	(ﾆ)．他の部分からのガス漏えい防止

	　貯槽を開放して修理等をするときは、当該貯槽に他の部分から当該ガスが漏えいすることを防止するための措置を講じます。
	

	(ﾎ)．正常作動確認
	　修理等が終了したときは、当該貯槽に漏洩のないことを確認した後でなければ貯蔵を行いません。


	

	ホ．貯槽の沈下測定等
	　貯槽（貯蔵能力100ｍ3又は１t以上のものに限る。）には、その沈下状況を測定するための措置を講じ、製造細目告示第10条に従い測定します。

　また、この結果、沈下している場合にはその程度によって適切な措置を講じます。
	

	ヘ．バルブに過大な力を加えない措置


	　バルブを操作する場合は、バルブの材質、構造及び状態を勘案して過大な力を加えないよう必要な措置を講じます。
	

	ト．三フッ化窒素の貯槽のバルブ
	　三フッ化窒素の貯槽のバルブは、静かに開閉します。
	

	容器により貯蔵する場合の基準

（第1項第2号）
	容器（高圧ガスを燃料として車両に固定した燃料装置用容器を除く。）により貯蔵する場合は次の基準に適合するように措置します。
	

	イ．可燃性ガス又は毒性ガスの貯蔵
	可燃性又は毒性ガスの充てん容器等の貯蔵は、通風の良い場所に貯蔵します。
	添付書類

№

	ロ．第6条第2項第8号の準用
	　容器置場及び充てん容器等は、次に掲げる基準に適合するようにします。
	

	(ｲ)．充塡容器残ガス容器の区分
	　充塡容器等は、充塡容器及び残ガス容器にそれぞれ区分して容器置場に置きます。
	添付書類

№

	(ﾛ)．充塡容器等のガス別の区分
	　可燃性ガス、毒性ガス、特定不活性ガス及び酸素の充填容器等は、それぞれ区分して容器置場に置きます。
	添付書類

№

	(ﾊ)．容器置場に置くことができるもの
	　容器置場には、計量器等作業に必要な物以外の物は置きません。
	

	(ﾆ)．容器置場の周囲における火気等の制限
	□容器置場（不活性ガス（特定不活性ガスを除く。）及び空気のものを除く。）の周囲2ｍ以内においては、火気の使用を禁じ、かつ、引火性又は発火性の物は置きません。

□容器と火気又は引火性若しくは発火性の物の間を有効に遮る措置を講じます。
	添付書類

№

	(ﾎ)．充てん容器等の温度

	　充塡容器等（圧縮水素運送自動車用容器を除く。）は、常に温度40℃（超低温容器又は低温容器にあっては、容器内のガスの常用の温度のうち最高のもの）以下に保ちます。
	

	(ﾍ)．充てん容器等の温度
	　圧縮水素運送自動車用容器は、常に温度65℃以下に保ちます。
	

	(ﾄ)．充てん容器等の転落転倒防止措置


	　充てん容器等（内容積が5㍑以下のものを除く。）には、転落、転倒等による衝撃及びバルブの損傷を防止する措置を講じ、かつ、粗暴な取り扱いをしません。
	

	(ﾁ)．容器置場の燈火
	　可燃性ガスの容器置場には、携帯電燈以外の燈火を携えて立ち入りません。
	

	ハ．シアン化水素


	　シアン化水素を貯蔵するときは、充塡容器等について１日に１回以上当該ガスの漏洩のないことを確認します。
	

	ニ．シアン化水素
	　シアン化水素の貯蔵は容器に充塡した後60日を超えないものとします。（純度98パーセント以上で着色してないものを除く。）
	

	ホ．貯蔵の制限
	　貯蔵は、船、車両若しくは鉄道車両に固定し、又は積載した容器にはしません。
	

	ヘ．複合容器等の使用
	　一般複合容器又は圧縮水素運送自動車用容器であって当該容器等の刻印等において示された年月から15年（圧縮水素運送自動車用容器にあっては充塡可能期限年月日）を経過したものは、高圧ガスの貯蔵に使用しません。
	

	車両に固定した燃料装置用容器での貯蔵

（第1項第3号）
	　高圧ガスを燃料として使用する車両に固定した燃料用容器により貯蔵する場合にあっては、前号の基準に適合します。
	

	イ．液化天然ガス自動車燃料装置用容器の通風
	　液化天然ガス自動車燃料装置用容器及び国際相互承認液化天然ガス自動車燃料装置用容器は通風のよい場所で貯蔵します。
	

	ロ．充塡可能期限を超えた容器の貯蔵
	　高圧ガスを燃料として使用する車両に固定した燃料用容器であって、充塡可能期限年月日（国際圧縮水素自動車燃料装置用容器又は圧縮水素二輪自動車燃料装置用容器にあっては充塡可能期限年月）を経過したものは、高圧ガスの貯蔵に使用しません。
	

	ハ．高圧ガスを燃料として使用する車両に固定した燃料用容器への充塡期限
	　国際相互承認圧縮水素自動車燃料装置用容器又は国際相互承認天然ガス自動車燃料装置用容器（容器製造業者が国際相互承認天然ガス自動車燃料装置用容器の充塡可能期限年月を定めないものを除く）であって当該容器を製造した月かの前月から15年を経過したものは、高圧ガスの貯蔵に使用しません。
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